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本県では、様々な事情により本来の家庭で暮らすことができない
子どもたちを、温かい家庭環境の中で養育する里親委託を推進して
います。
この度、里親委託を更に推進するとともに、より安定した質の高

い里親養育の実現を目指し、里親制度の普及啓発やリクルート活
動、各種研修・トレーニング、委託後の養育支援等、里親養育への
包括的な支援を行う「栃木フォスタリングセンター」を開設いたし
ました。
当センターの運営は、社会的養護に関する経験が豊富な複数の関

係機関が連携して設立した（一社）とちぎ家庭養育推進協議会へ委

託しており、その経験や専門知識を活かし、様々な場面において、
里親の方々へよりきめ細かな支援を進めていただけるものと期待をしております。

子どもにとって、安全で安心できる家庭環境での養育は、自己肯定感を育み、健全な成長
を促す、非常に大切なものです。

子どもたちの最善の利益の実現に向けて、今後、当センターを中心にオール栃木体制で里
親委託の推進に取り組んで参りますので、引き続き、県民の皆様のご理解、ご協力をよろし
くお願いします。
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栃木県には社会的養護を必要とする子ども

たちが約650人います。この子どもたちに、家

庭養育を提供する里親が求められていますが、

栃木県では栃木県社会的養育推進計画が立て

られ、福田富一知事の政策の下、里親等委託

を推進するために、栃木フォスタリングセン

ターが開設されました。

児童福祉法には、全ての児童が、適切に養

育され、その生活を保障され、愛され、保護

され、心身の健やかな成長や発達、自立が保

障される権利を持っていると書かれています。

この権利が子どもたちから奪われることなく、

里親による温かい家庭が提供されるよう、私

たちは関係機関と協力し、全力で活動いたし

ます。皆様のご協力やご支援を心よりお願い

申し上げます。

とちぎ家庭養育推進協議会

代表理事 畠山憲夫

栃木県の養育里親の愛称は「とちのきフォスター」に決定しました。手のひらの形をした大きな葉
を持ち、しっかり根を張り強く大きな木に育つ県木「栃の木」。その「とちのき」と、英語で里親を意
味する「フォスター」を組み合わせ、愛情をこめて育てる里親と、その愛情を受け、すくすく育つ子
どものイメージを表しています。TFCではこの愛称から機関紙を「とちのき」としました。

とちのきとちのき

栃木県知事 福田 富一



元児童相談所所長
直井茂氏による講座

ＴＦＣは、県知事から一連の包括的なフォス
タリング業務の委託を受けた民間機関です。
業務をより円滑に、そして効果的に実施して

いくためには、ＴＦＣと児童相談所は、お互い
がパートナーとして、十分連携していくことが
必要です。そこでＴＦＣでは地区ごとに、児童
相談所、センター独自で定めた「フォスタリン
グパートナー」（施設の里親支援専門相談員・
児童相談所から推薦のあった里親等で構成）に

よる「フォスタリング連
絡会議」の開催を始めまし
た。会議では業務の趣旨、
目的、役割分担などについ
て話し合います。そして、
里親との信頼関係の構築に努め、
子どもの権利を擁護する視点に立ち、児童相談
所と協働して問題解決にあたれるようにしてい
きたいと思います。

統括責任者兼里親リクルーター

赤羽朋子

昨年の10月、第66回栃木県里親大会が「栃木県里親連合会」と「とち

ぎ家庭養育推進協議会」の共催で開催されました。大会はZOOMでのオン

ライン開催で、県北、中央、県南の各児童相談所にて模範里親及び優秀

児童の表彰式が行われました。その後、県のこども政策課より養育里親

の愛称が「とちのきフォスター」になったという発表がありました。

また、今回は栃木フォスタリングセンター（以下TFC）開設記念講演と

して、全国家庭養育推進ネットワーク代表幹事の藤井康弘氏による講演

があり、「社会的養育の推進とフォスタリング機関の役割」というタイ

トルでお話を聞くことができました。藤井氏は元厚生労働省の福祉課長

の経歴をお持ちで、社会的養護を担当され、また、自ら里親として、里

子を育ててきた経験もある方です。

講演の中で藤井氏は里親による養育の重要性やその意義について、ま

た里親への支援にはソーシャルワークとしての専門性が必要であること

や、フォスタリングセンターの担うべき役割について語られました。ま

た家庭養護の推進に向けての制度改革への提言や、栃木県におけるよう

な、関係機関の協力体制を作り上げていくことが必要だという事も話さ

れていました。学ぶことの多い貴重なお話でした。

模範里親の表彰式

第66回栃木県里親大会が開催される

フォスタリングパートナー養成講座が

スタートしました！！

県北児童相談所で行わ

れた連絡会議の様子

思考整理術マインドマップの

描き方講座

フォスタリング連絡会議

ＴＦＣでは、里親さんの応援団としてパートナーを養成し、里親さんの
声に耳を傾け、よき伴走者として支援体制を充実させていきたいと考えて
います。
各施設の里親支援専門相談員さんをはじめ、施設の元職員さん、児童

相談所から推薦を頂いた里親さん等にもご協力をい
だき、9月に第一回目の講座を、そして12月には第二
回目の講座を終えたところです。講座の目的はパート
ナー同士の親睦を深め、信頼関係を構築すること。里
親さんを尊重し、里親さんに寄り添える、質の高いパー
トナーを養成することです。
今後は、里親さん宅への訪問、里親応援会議への参

加など、積極的に活動を進めていきます。どうぞよろ
しくお願いいたします。

藤井康弘氏

研修担当
認定NPO法人だいじょうぶ

畠山由美

研修のアクティビティ

代表理事 畠山憲夫



統括責任者兼里親リクルーター

赤羽朋子

12月4日、5日と、パシフィコ横浜で開催された「日本子ども虐待防止学会第27回学術集会
かながわ大会」に参加してきました。この大会、1999年に栃木県で開催された際は1,000人
足らずだった参加者も、今回は3,500人を超え、子ども虐待が大きな社会問題となっている
こととそれに関わる人の増大を感じました。
里親やその支援に関するシンポジウムや発表もたくさんありましたが、その一つ「「専門

家」里親から学ぶ： 里親里子クライシスからの転帰２」というシンポジウムでは、臨床心
理士、里親支援を行っているソーシャルワーカー、元施設職員といったいわゆる「専門家」
が里親としてその養育の実際を報告してくれました。里親養育が私生活において行われるが
ゆえの難しさを理解できました。「専門家」であっても支援を求めているし、その支援も多
様なニーズに応じたものでなければならないことを実感しました。

里親等相談支援員 鈴木明美

ＴＦＣでは、11月20日(土)から毎週土曜日、AM10時から12時
まで里親カフェを開催しています。

11月は13組、12月は6組の里親さんが来てくださいました。
令和4年1月は出張カフェと称しまして、県南地区では、小山のすみれ乳

児院で1月15日(土) AM10時～12時まで、県北地区では、さくら市氏家公民
館で1月29日（土）AM10時～12時まで開催しました。2月以降はテーマを決
めて開催の予定です。テーマや日程が決まり次第ご案内いたします。
ＴＦＣは、たくさんの里親さんが足を運んでいただける場所にしたいと

思っています。私たちと一緒に、おいしいコーヒーを飲みながらお話し
ませんか？お待ちしています。

2021年11月21日
下野新聞１面に記事が掲載されました！

ＴＦＣでは里親制度普及啓発の一環として下記の内容で
制度説明会を開催しました。
日時：R4.1.22（土）13：30～
場所：パルティとちぎ女性共同参画センター
内容：制度説明…福田雅章理事

里親体験談…鈴木明美さん（里親、ＴＦＣスタッフ）
里親カフェ→参加者交流会

コロナ禍という状況にもかかわらず17名もの方が足を運

んで下さったことに心から感謝を申し上げます。参加者の
ほとんどが、これから里親登録を考えている方かと思いま
すが、中にはすでに登録を済ませている方もいらっしゃい
ました。
飲食を伴う「里親カフェ」については中止とし「参加者

交流会」としました。多くの質問等から皆さんが里親制度
について強い関心を持ってくださっていることがわかり、
心強さを感じたと同時にＴＦＣへの期待と役割の重要性を
改めて自覚させられたところです。

★次回は、2月26日に開催を予定しています。

理事 石川浩子毎年児童虐待が増え続ける中、今地域で

子どもと家庭に起こっている困難な状況へ

の対応が大きな課題になっています。国も

「早い段階から家庭に寄り添い、支援する

ことなどの取り組みを地域の関連機関が役

割を分担しながら確実に、迅速に行うこ

と」などを求めています。

ＴＦＣは、センター開設の挨拶と、各市

町の抱える困難な家庭への問題や里親制度

について意見交換が必要と考え、市町訪問

をスタートしました。地域の機関に求めら

れている具体的な支援、特に「里親を受け

皿としたショートステイの仕組みづくり」

について、市町と共に考えていきたいと思

います。そのためには、まずは里親を増や

すこと。啓発活動にも力を入れ、できるこ

とから一つずつ実行していこうと思います。

里親制度説明会を開催しました

理事 福田雅章



広報担当 吉成晴香

県内で人通りの多いところを拠点に、各

施設の里親支援専門相談員と啓発活動を

行っています。

11月3日、21日及び12月4日、26日にパン

フレットや里親会の啓発ティッシュを配布

しました。里親制度について関心を寄せて

くださった県内外の皆さんと、実際にお話

ができて、とても貴重な時間となっていま

す。

今後も県内の商業施設や道の駅などで随

時行っていく予定です。地域の里親さんに

もご協力を賜っています。お願いのお電話

をさせていただくこともありますので、ど

うぞよろしくお願いします。

〒320-0065
栃木県宇都宮市駒生町1837-3
tel:028-612-6970
fax:028-612-6971
email:tfc2021@circus.ocn.ne.jp

https://tfc2021.jp/

県立博物館
道の駅ろまんちっく村
ピンクの幟が目印で
す！

HPのQRコード

経理経験のある
事務スタッフを
募集中です‼

ご連絡お待ちしています♡

開所時間:9：00～17：00
定休日:日曜日、月曜日、祝日、年末年始

●下野新聞/令和3年10月7日3面、令和3年10月21日25面、
令和3年11月21日1面、令和4年1月7日4面

●NHKとちぎ630/令和3年11月26日放映
●とちぎテレビ/「深堀り！とちぎ」令和3年10月20日放映
●レディオベリー/「RBZFriday」令和4年1月14日放送

ＴＦＣスタッフです

啓発活動

あたりまえの生活
を送ることは子ど
もの権利です。
理事 福田雅章

みんなで力を合わせ、里親
さんへの良い支援ができる
よう頑張ります！
代表理事 畠山憲夫

私も里親として何人もの子どもたちを
養育してきました。これまでの経験を
活かし里親制度の普及に尽力していき
たいと思います。
理事 石川浩子

広報を担当してい
ます。よろしくお
願いします！吉成

里親等相談支援員
の鈴木明美です。
『いつも心に太陽
を』をモットーに
頑張ります。

笑う門には福来
る！今年は笑顔で
勝負しま～す！
赤羽朋子

TFCの事務を担当して
います、鈴木です。
微力ながらお手伝いさ
せていただいておりま
す。
みなさま、何卒、よろ
しくお願いいたします。

栃木県里親連合会
事務局の加藤です。
中央児童相談所よ
り引っ越しをして
きました引き続き
よろしくお願いし
ます。

レディオベリー(FM栃木)に
出演し、里親制度説明会に
ついてご案内をしました。

理事 石川浩子

2月26日(土) 会場：パルティ
13：30～16：00

事前予約制です！

ホームページ準備中です！

里親制度説明会

TFCのパンフレット
が完成しました！

TFCは栃木県から委託を受け運営しています。


